
【取組内容】 ② 生徒が主体となり進める情報活用学習

春日井市立藤山台中学校（愛知県）【指定校】

様式Ⅰ-2

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

生徒の情報活用能力を育成するため、「情報委員会」を
創設して、生徒が主体となって取組んでいる。活動内容は、
月に１度程度「情報活用学習」という時間を設定し、最初
はショートカットキーの周知から始まり、授業で活用する
デジタルホワイトボードソフトなどのアプリの活用方法、
ネットモラルやネットリテラシーを考える、生成ＡＩの活
用方法についてなど、多岐にわたる。これらの内容を、委
員会生徒が中心となり、生徒が主体的に動画や資料や通信
の作成を行い、それらを通して、全校生徒へ情報活用能力
の育成を図っている。
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